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日常的な継続利用意欲の向上を目的とした

TV雑談ロボットのインタラクションデザイン

(論文内容の要旨)

現実世界において人々の日常的な発話が不足している。この問題を解決するために人に

代わってコミュニケーションロボット(以下、対話ロボット)が話し相手となることで、人

のU常的なコミュニケーションを促逃する取り組みが淀目されている。ここで、対話ロボッ

トに対しユーザが日常的にコミュニケーションを継絖する六めには、ユーザが対話ロボッ

トと日常的に利用し続けたいと思う"継統利用意欲"が高く維持され続ける彪、要がある。

日常生活において自由なテーマについて雑談を行うロボットに関する既存技術では対話破

綻を起こす可能性があり、継続利用意欲を保つことが困難である。

この問題を解決するために、本研窕では対話ロボットとしてテレビ(TV)を見ている人

と共に対話を行うTV 雑談ロボットに着目するこのロボットはTVという特定のテーマに

絞0た発話をSNS に投稿されるコメントを用いて発話を行うため、対話内容が文脈に合い

且つ新奇性の高い対話を突現することを詞的として設計された。このTV 雑談ロボットに対

し、ユーザの継続利用意欲を高めるための下法を提案する本研究では提案するロボットの

振る舞いを、人と人のインタラクションに関する心理学的知見を参男に、向然な振る舞いと

典感を示す振る舞いの2 つに分類tる個然な振る解いPおいて要素となる機能として、

応答を示す発話、トビックに同期する発話の2 つを調査対象に選択する。応答を示す発話

では、TV 雑談ロボットに対し、ユーザの発話相槌や復唱など素早く応答する手法を細み合

わせるための手法について調査する。トピックに同刻する発話は、TV 雑談ロボットがユー

ザと雑談する際の話題に対応したコメントを発話するための手法について凋査する

振る舞いにおいて要素となる機能として、噛好を反映する発話、惰動共有、哉律模倣の

3 つを調査対象に選択する。噌好を反映する発話では、ロボットに発話させるSNS コメン

トを選択する際にユーザ個人の趣向を反映する手法について調査する。惰動共有では、興鷲

や笑い等の雰囲気にあった振る排いをロボットが行うことによって、ユーザと感情を共有

する手法にっいて調査する鵬律模倣では、人の話し方や振る舞いといった非言語・ハラ

語情報を模倣して発話を行うことで、ユーザに同調する手法について調査する

各提案手法がロボットの継続利用意欲に与える影,.を検証するために、予法が適用され

たロボットにっいて、主観および客観的指標による評価実験をhうこれらの実験結果か

ら、TV 雑談ロボットに対'し実装した提案手法が従来手法よりも継続利用意欲を高める上で

効果的であり、ユーザの継続利用意欲を基準にTV雑談ロボットのインタラクシヨンデザイ

ンを設計tることの妥当性が示された。
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信命文審査結果の要旨)

令和3年1円 21日に本博士論文の最終審査を行った。その結果、本博上論文は、提出者

が独立した研究者として研究活動を続けていくための 1・分な素養を備えていることを小す

ものと認める。

西村君は、本博上論文において、人のコミュニケーション不足を解消寸るために、対,舌口

ポットを活用して人の発話機会を向上する対話技術の研究を突施し六特ι、コロナ禍にお

いて、人同時の対面コミュニケーション機会が減少する中、特に必要性が高まってきて

いる対話ロボット技術の社会的な普及を助ける技術の開発を行った。本研究は、私的空

間において、ともに生活し長期的に利用するようなパートナーロボットの実現を目的と

して、人間が継続して利用したくなるロボット対話の実現に有効な技術であり、申請者

が今後独立して研究活動を実施・継続する十分な能力を有していることを示すものと認

める。本論文は、対話ロボットとしてテレビを見ている人と共に対話を行うTV 雑談口

ボットに着目し、ユーザの継続利用意欲を高める手法を提案している。

本博士論文研究においては、以下の向然な振る舞いと共感を示す振る舞いの 2 点の課題

に対して解決策を示し、それを突験によって検証した点が評価できる。

1)継続利用を促進するための最も基本となるロボットの白然な振る舞いを実現するため

1、、 TV雑談ロボットユーザへの応答1'許U し、 S鷲コメント以外の相槌・復唱・自動

応答文生成という3 つの機械応答を組み合わせることで、ユーザに対し自然な応答を

返すTV 雑談ロボットの提案を1丁0た。提案する手法を適用したロボットは、SNS コメ

ントのみで発話を1丁うロポットよりも自然な応答性を実現L、この手法にようてユー

ザの継続利用意欲が向上することが示された。またトビックに同朔する発話に開し、TV

雑談ロボットがTV 番組のトヒックに同期する発話を実現することによる、影響を調査

した。具体的にはSNS コメントを発話する内容を遷移する番組のトヒックに同1のさせ

た場合とそうでない場合を比較し、ユーザに対しTV 雑談ロボットが発するトピックに

同期しない発話によって与える不快さを低減し、TV 雑談ロボットの継続利用意欲を高

めることが示された。

2)継続利用意欲を恂 1二させる技術とてして、共感を示す振る舞いを尖現するために、膨大

なSNS コメントからユーザ個人の趣向にあったコメントを適切に選択するためのフィ

ルタの生成し、噛好を反映する発話技術を提案した。個人の趣向を反映した発話文の選

択手法では大量のSNS コメントに対する評価データから、フィルタリングされたコメ

ントの抽出を1丁うための基盤を榊築し、フィルタを通してどのようなコメントが抽出

されるかを小し、ロボットが発話するSNS =メントをユーザが好ましいと感じ、結果

としてロボットの継続利用意欲が向ヒすることが期待されることが示唆された。また、

情動共有を誘発するために、療り 1二がりと笑いの雰囲気をSNS コメントから推定する

下法を提案し、各雰囲気1、おいてTV 雑談ロボットの振る舞いをデザインしナ・各雰囲
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気において情動共有を適用されたロボットは、バーチャルな見た目のロボットにおい

て最も評価の高い結果となり、ユーザの継続利用意欲の向上に貢献することを示した。

さらに纖律模倣に関して、ノンバーバルコミュニケーションにおいて畿律情報に着目

し、ユーザの韻律惰祁に同調して発話を行う機能においては、人の韻律を模倣する対訊

ロボットを主観的・客観的な指標を用いて評価した結果、共に同調対話が適用された群

が適用されない群と比較して有意に実験参加者に共感Lているという印象を与え六

以上の成果から、本論文は、博上(工学)の学位論文として、 1・分な学術的価値を有する

とが碍められると判断し六




